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救急の受け入れから急性期、回復期、在宅に至るまで

スムーズに連携する医療を目指して
城北病院  地域連携担当副院長　小堀 健一

　新年あけましておめでとうございます。 謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　昨年も地域の皆さま、ならびに医療関係機関の皆さまより温かいご支援とご協力を賜りましたこと、心より

御礼申し上げます。 

　現在、医療を取り巻く環境はますます厳しさを増しています。わが国においては、超高齢化が進み、医療・

介護の需要が高まっています。しかしながら、人材は不足し、物価高騰による経営の悪化もあり、どこの医療

機関も困難を抱えている状況です。2026年の診療報酬改定では+3%の改定率で、久しぶりのプラス改定ですが、

物価高騰、人材確保に対してどれほどの効果があるかはわかりません。そんな中で社会の要請に応えるべく、

当院では救急の受け入れから急性期、回復期、在宅に至るまでスムーズに連携する医療構築を目指しております。

　地域の医療機関や介護施設を訪問し、医師会活動などにも参加し、顔の見える関係を築いてまいります。

　救急外来の深夜看護師を１名から２名に増やし、深夜帯でも救急搬送の受け入れをスムーズにできるように

しました。

　また、当院では無料低額診療事業を行なっています。無料低額診療とは、経済的な理由により必要な医療を

受ける機会を制限されることがないように無料、又は低額な料金で診療を行う事業です。「医療費の支払いが

心配で受診を控えている」といった患者様がいらっしゃいましたら、ぜひ当院へご紹介ください。

　これからも地域の皆さまに信頼される病院として、在宅や施設で病気が悪化した場合に速やかに入院受け入

れを行い、逆に急性期治療を終えた患者様が、自宅や施設に元気に帰っていただくことが当院にとって引き続

き重要な役割と考えております。

　本年も職員一同、誠心誠意努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

クリスマスコンサートを行いました

　昨年１０月、１１月と地域連携の取組みの一環とし

て、催し物を開催しました。

　１０月には、お世話になっている開業医の皆様や施

設の皆様に呼びかけ、「地域連携交流会」を開催しま

した。今号の特集は、その時に紹介した当院の医療活

動です。

　また１１月には、金沢市消防局の皆様と、合同の事

例検討会を開催しました。２症例を検討し、日頃の当

院での救急受け入れに関する課題など意見交換を行い

ました。

　今後も、地域医療に貢献できるよう、さらに連携を

強化していきたいと思います。

　当院では、毎年、入職１年目のスタッフによるクリ

スマスコンサートを開催しています。

　今年度も 12/23 に、わずか半日で習得したトーン

チャイムの演奏でクリスマスソングなど 5 曲を、患者

さんに披露しました。

　当日は、各病棟と病院正面玄関をまわり演奏しまし

たが、どの病棟もたくさんの患者さんが集まってくだ

さり、演奏が終わると、患者さんの笑顔と暖かい拍手

につつまれ、やさしい時間を共有することができまし

た。中には、病棟で聞くだけでは足りず、最後の演奏

場所であった正面玄関にも参加してくださった方もい

らっしゃり、参加した職員の心も癒される瞬間でした。

地域連携の取組み

私たちが
　　めざす

もの

私たちは、ヘルスプロモーティングホスピタルとして地域の皆様、
他の病院や施設と共同してネットワークをつくり、無差別・平等
の地域包括ケアを実践し、平和で安心して住み続けられるまち
づくりに努めます。
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　従来一泊での治療をお願いしていた下肢動脈瘤（かしじょ

うみゃくりゅう）に対する血管内焼灼（しょうしゃく）術が、

日帰りでもできるようになりました。当院での焼灼術症例が

100例を超え、EHIT（Endovenous Heat Induced Thrombus）

という熱による静脈内血栓が、軽症5例で治療が必要な

class3,4は無く、最も重要な合併症である肺動脈塞栓症（エ

コノミークラス症候群）もありませんでした（表１）。この結

果から日帰りでも安全に治療できる事が判ったため、昨年12

月から日帰り手術を始めました。勿論、ご希望の方は一泊入

院も可能です。

　下肢静脈瘤は足の血管（静脈）がこぶ（瘤）の様に膨ら

む病気ですが、その本態は静脈弁の破壊による血液の逆流

です。足の静脈には重力に対抗して血液を足先から心臓に

返すための「静脈弁」がありますが、この静脈弁が壊れて

血液が上から下に逆流すると、上からの高い圧力が足の静

脈にかかるため膨らんで来ます（図１）。さらに進行すると、

血液が足によどんで「うっ血」になり、足がだるい、むくむ、

こむら返りが起こる、かゆい、血が固まって痛む、色がつく

などの症状を呈します。放置すれば皮膚潰瘍となり、稀に

大出血して救急車で搬送されることもあります。

ボツリヌス療法について

城北病院  リハビリテーション科
日本リハビリテーション医学会専門医  笛吹  亘 城北病院  血管外科医　遠藤 將光

下肢静脈瘤手術が
日帰りでも可能になりました

　脳や脊髄の損傷により麻痺した上下肢には、しばしば筋肉

のこわばりが伴います。これは「痙縮」と呼ばれ、麻痺した

手足をさらに動かしにくくさせる不随意な運動障害です。

　城北病院リハビリテーション科では、この「痙縮」に対し、

ボツリヌス療法を積極的に行っています。

　痙縮は強まると、手指が握ったままとなり開きにくい、肘

が曲がる、足先が勝手に底屈してしまうなどの症状がみられ

ます。さらには手が洗いづらい、爪が切りにくい、歩きにくい、

足が痛い、おむつが替えにくい、といった日常生活の支障が

生じます。

　上下肢痙縮に対するボツリヌス療法とは、痙縮が強い筋へ

ボツリヌス毒素製剤を注射し、その後その筋に対し集中的に

ストレッチ運動を行う、

そして痙縮を緩和させ

筋肉を柔らかく動くよう

にする、というもので

す。これにより手が洗え

るようになる、歩きやす

くなるなど、生活動作が

しやすくなるという効果

があります。また、痙縮

を抑えることで、隠れて

いた（潜在していた）運動能力（随意運動能力）を引き出せ

る場合もあります。ボツリヌス療法は、ニューロリハビリテー

ションと呼ばれる、脳の可塑性に力点をおいたリハビリ手法

と併用して、行われることもしばしばあります。当院でも有

効な方には実施しています。

　ボツリヌス療法は、罹患歴が長い患者さんでも効果があっ

たという報告は多数あります。長年変わらなかった手足の麻

痺も、ボツリヌス療法を行うことで変わる可能性はあり、一

度は実施してみることを推奨します。当科でボツリヌス療法

実施した際には、リハビリテーションの介入も併行して行い、

装具療法の適否判断や、福祉用具・生活補助具の見直しを

行います。ボツリヌス療法を含め、生活を一度見直し機会と

して当科に相談（ご紹介）いただいても良いと考えます。

　当科のボツリヌス療法は外来で（日帰りで）行うこともしま

すし、入院で行うこともしています。患者さんのニーズにあわ

せて計画をします。入院して行う場合は2週間のリハビリ介入

をセットにしてクリパス運用をしています。多くの方に利用し

ていただきたいと考えています。

　上下肢麻痺者で痙縮（こわばり）が強く、お困りの方がお

られましたらご紹介ください。ご紹介いただく際は、当院連

携室へ一報いただけるとスムーズに対応できるかと思います

ので、連携室へご連絡ください。

　下肢静脈瘤に対する血管

内焼灼術は2000年頃に米

国を中心に始まった治療法

で、静脈の中に細いファイ

バーを通して、レーザーや

ラジオ波の熱によって静脈

をふさいでしまう方法です

（図２）。以前から行われて

いるストリッピング手術は、静脈内にストリッパーという針金

状のもの挿入し、これと一緒に静脈瘤を引き抜く手術です

（図３）。血管内焼灼術は中から静脈を焼灼して塞ぎ血が逆

流しないようにしますが、ストリッピング術は静脈そのもの

を抜去・切除する訳です。そのため焼灼術は一般的なカテー

テル手術と同じく「低侵襲治療」と呼ばれます。当院では

2019年8月からストリッピングを開始し、同年12月より血管内

焼灼術（ラジオ波）を導入しました。

　血管内焼灼術の良い点は、一言でいうと身体に優しい“楽

な”治療です。従来のストリッピング手術では足のつけ根と

膝の２ヶ所を切開しなければならないのに対し、血管内治療

では膝の内側に細い針を刺すだけで治療することができま

す。また、血管を引き抜かず、その場所で中から焼灼して塞

いでしまうので、出血や手術後の痛みが少なくなります。

　日帰りでも治療可能ですので、足の血管がふくらんでいる、

足がだるい、むくむなどの症状がある方は、是非一度、当科

受診をお考え下さい。
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〈ボツリヌス療法 例 1〉

ボツリヌス療法：
こわばり、すなわち痙縮が強い筋へ、ボツリヌス毒素製剤の注射を行い、こわばり・痙縮を緩和させる。

〈ボツリヌス療法 例 2〉

（図 3）従来の手術療法；ストリッピング術
 （逆流している静脈を抜去・切除）

（表１）当院における下肢静脈瘤の手術実績

全手術症例 145例、女99例、男36例、25～ 88才、平均68.3才
ストリッピング術  33例、 女21例、男12例　
瘤切除術 7例、 女  6例、男 1例
血管内焼灼術 105例、女72例、男33

合併症
EHIT; Endovenous Heat Induced Thrombus; 熱による静脈内血栓
 class１, 4例、 class２, 1例、 治療が必要なclass3,4, 0例
肺動脈塞栓症（エコノミークラス症候群）0例
皮膚発赤1例、色素沈着1例

（図1）下肢静脈瘤の本態は静脈弁の逆流‼
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（図２） 血管内焼灼術 
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（静脈抜去用のワイヤ）
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